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私の専門はフィリピン研究（特に政治や国際関係の分野）であるため，フィ
リピンと北朝鮮の関係やフィリピンの現政権の外交政策を紹介しつつ，コメン
トと質問をしたい。
フィリピンはアメリカの植民地支配を受け独立後は米軍基地を抱えるなどア
メリカとの関係が非常に深い。そのため朝鮮戦争ではアメリカ側につく形で派
兵した。他方で，1970年代に入ると，北朝鮮と外交関係樹立の交渉を開始し
た。同時期に，経済的関係の拡大を企図してソ連や東欧諸国とも外交関係樹
立の交渉をしていたが，北朝鮮との交渉もその一環で行われていた。しかし，
フィリピン国内で反政府武装闘争を続けるフィリピン共産党とその軍事部門の
新人民軍が北朝鮮から支援を受けているとされていたため，交渉は停滞した。
両国の外交関係が樹立されたのは2000年7月のことであった。
その後，フィリピンは北朝鮮との貿易関係を発展させ，東南アジア諸国のな
かで北朝鮮の貿易相手国として1位ないし2位につけるようになった。世界全
体で見ても，近年まで4～5位に位置していた。フィリピンからの輸出品目は，
コンピューター，バナナ，集積回路，女性用下着などとなっている。ただし，
報告にあるように，対北朝鮮貿易の規模については中国が全体の95.36％を占
めるというように抜きんでているため，フィリピンと北朝鮮の貿易は数字上は
非常に小さいものだと再認識した。
ただ，貿易関係は経済的な利益のみならず，その国のより広い外交戦略や国
益に関連するものである。そうした観点からすると，貿易に関する数字以上の
意義があるのだと考えられる。現在のフィリピンにとって北朝鮮との貿易関係
は，経済上の利益に加えて，現政権の外交方針との関連で意義が見出せるであ
ろう。
2016年6月に就任したフィリピンのドゥテルテ大統領は，アメリカ政府に対
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する歯に衣着せぬ発言から，しばしば「反米的」と言われた。そのドゥテルテ
政権は現在，「自主外交政策（independent foreign policy）」を掲げている。「自
主外交政策」とは，第一に，歴史的に関係の深いアメリカへの依存を軽減して
いく，第二に，南シナ海の領有権をめぐって対立を深めた中国との関係を改善
していく，第三に，ロシアやインドといったフィリピンにとっては非伝統的な
パートナーとの関係を構築する，というものである。こうしたいわば全方位的
な外交によってフィリピンの国益を最大化していく狙いがある。北朝鮮との関
係も，こうした全方位的な外交政策に位置付けられる。
このような外交方針のもと，北朝鮮の核ミサイル開発問題に対しては，アメ
リカや日本といった同盟国・友好国の立場と中国の立場のバランスをとるよう
なスタンスを維持している。
報告では，2016年と2017年に中国が，北朝鮮の新たなミサイル発射と核実
験の実施に合わせて，北朝鮮に対して厳しい制裁措置を採択したことが説明さ
れた。
フィリピンについては，先ほど述べたように，北朝鮮の貿易相手国の中で取
引額が大きく，2015年の対北朝鮮輸出のうち6割がコンピューターと集積回路
であった。これらが核開発やミサイル開発に転用されているとの指摘を受けて
きた。こうしたこともあり，2016年・17年に中国が制裁を強化したのと歩調
を合わせるかのように，同時期の2017年9月，核実験やミサイル開発を強行す
る北朝鮮への対応について，フィリピン大統領府は，外務省と通商産業省に対
して「国連安全保障理事会の対北朝鮮制裁決議を確実に実行せよ」との指示を
出した。それを受けてフィリピンの外相は，国連安全保障理事会の対北朝鮮制
裁決議を着実に履行すると明言し，必要な禁輸措置などに取り組む姿勢を強調
した。上述したようにフィリピンはアメリカとの関係が深いが，北朝鮮の核・
ミサイル開発に対しては，中国と同様に国連安保理の決議を遵守するという立
場である。今回，国連の決議があったため，禁輸措置などを採用しやすかった
と考えられる。
その後の2018年6月にドゥテルテ政権が，北朝鮮との関係強化を目的に与党
から代表団を派遣し朝鮮労働党のメンバーと面会していることからも明らかな
ように，フィリピンの北朝鮮に対する基本的な姿勢は変わっていない。
フィリピンの外交政策には大統領の考え・思惑が色濃く反映されるため，決
定過程が制度化されておらず「個人化」されていると指摘される。また，現在
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の北朝鮮に対するスタンスはドゥテルテ政権の外交方針と強く関係している。
こうしたフィリピンの状況を念頭に本報告を拝聴したうえで，以下のような
質問をしたい。第一に，中国の場合は，北朝鮮との貿易や制裁の方針がどのよ
うに決まるのか。現在であれば，習近平個人に決定権が集中しているのか。第
二に，中国政府上層部において，対北朝鮮政策をめぐる路線の激しい対立はあ
るのか。第三に，中長期的な観点から，中国は北朝鮮との関係をどのように考
えているのか。
